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参
観
日
の
折
に
見
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
年
度

２
回
目
、
２
学
期
の
作
文
交
流
は
「
学
芸
会
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
行

事
の
作
文
は
あ
ら
す
じ
に
な
り
や
す
く
、
読
み
応
え
の
な
い
作
文
に
な

り
が
ち
で
す
。
そ
れ
を
改
善
す
る
の
は
、
日
常
の
国
語
の
授
業
と
関
連

付
け
た
地
道
な
指
導
で
す
。
文
字
や
漢
字
を
正
し
く
書
き
、
使
え
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
語
彙
力
を
増
や
す
こ
と
に
加
え
そ
れ
を
適
切
に
使
え

る
力
も
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
作
文
と
な
れ
ば
、
原
稿
用
紙
の
使
い
方

や
、
そ
の
表
記
の
約
束
事
も
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が

で
き
た
上
で
、
表
現
の
ス
キ
ル
を
上
げ
る
た
め
の
技
法
を
身
に
付
け
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
総
合
的
な
国
語
力
が
問
わ
れ
ま
す
。
作
文
の
学
習

だ
け
で
、
基
礎
と
な
る
書
く
力
の
た
く
さ
ん
の
要
素
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
に
自
分
な
り
の
考
え
や
感
じ
方
な
ど
も
入
れ
る
と
な
れ
ば
、

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
よ
う
に
顔
文
字
一
つ
で
終
わ
り
、
と
か
、
言
葉
を
短
く
省

略
し
て
終
わ
り
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

「
書
く
こ
と
は
考
え
る
こ
と
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
事
実
を

的
確
に
伝
え
、
そ
こ
に
自
分
な
り
の
感
じ
方
や
考
え
方
を
入
れ
な 

が
ら
再
構
成
す
る
こ
と
で
、
読
み
手
に
伝
わ
る 

作
文
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
回
の
交
流
掲
示
は
、
そ
ん
な
指
導
の
成
果 

や
児
童
個
々
の
努
力
の
跡
を
掲
示
し
て
い
る
も 

の
で
、『
な
る
ほ
ど
。』
と
思
わ
せ
る
も
の
や
そ 

の
子
な
り
に
『
上
達
し
た
ね
。・
頑
張
っ
た
ね
。』 

と
い
う
も
の
を
す
べ
て
の
学
級
か
ら
一
点
だ
け 

選
ん
で
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

低
学
年
で
あ
れ
ば
、
生
き
生
き
と
し
た
表
現 

の
工
夫
、
「
。」
な
ど
の
活
用
。
高
学
年
で
あ
れ 

ば
、
目
標
を
生
か
し
た
自
己
と
の
対
話
や
客
観 

的
な
視
点
を
生
か
し
た
表
現
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ 

に
読
み
手
を
惹
き
つ
け
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

本
校
で
は
、
算
数
の
時
間
に
習
熟
度
別
少

人
数
指
導
を
全
て
の
学
年
で
日
常
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
個
々
の
学
び
を

後
押
し
す
る
環
境
の
中
で
、
学
習
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
担
任
と
二
名
の
担
当
教
員
が

指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
学
期
末
に
行

わ
れ
る
学
力
向
上
会
議
で
は
、
算
数
の
単
元

テ
ス
ト
の
成
果
に
つ
い
て
も
検
証
さ
れ
、
課

題
と
な
る
単
元
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。 

 

今
回
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
は
、
三
年
生
以
上

の
児
童
を
対
象
に
、
九
九
や
簡
単
な
四
則
計

算
の
習
熟
の
点
検
プ
レ
調
査
を
受
け
て
行

わ
れ
ま
す
。 

 

三
～
六
年
で
、
今
学
期
習
熟
の
よ
く
な
い

単
元
を
選
び
、
十
三
日
（
水
）
と
十
五
日
（
金
）

の
六
校
時
の
二
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
授

業
改
善
チ
ー
ム
の
三
名
の
先
生
方
に
も
協

力
を
仰
ぎ
、
五 

学
級
そ
れ
ぞ
れ 

複
数
体
制
で
指 

導
に
あ
た
り
ま 

す
。 

 

確
実
な
習
熟 

の
た
め
に
は
、 

繰
り
返
し
学
習 

は
不
可
欠
で
す
。 

習熟度別少人数指導 ２年生  7 月 



 写真は，子どもたちの背中をやさしく押す保護者のみなさ

んの力です。学芸会を終えたお子さんへのひとことが「かが

や木」として（緑色のハートの中に書かれている。）掲示され

ています。本校の言い方にすれば「保護者力」だと思います。

このひとことで，どれだけ子どもたちが励まされるか，熟読

するに付けて本当に頭が下がります。ありがとうございます。

子どもたちの成長は，私たち教育者にとって最もうれしいこ

とです。６月の運動会に続き２回目の依頼でしたが，本当に

多くの言葉をお寄せいただき感謝申し上げます。 

 親心から，日頃できていないことや早くしてほしいことに

ついつい目が行きがちですが，子どもたちの自己肯定感や有

用感をはぐくむ強い後押しになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帯広の森で間伐を行う５年生↑ 

帯広市の環境教育出前・体験授業  

教室では環境について担当の方から学ぶ １１月３０日（木） 

風船を使って遊び感覚で 1 年 

校
内
授
業
研
（
道
徳
）
で 

六
日
（
水
） 

自
分
の
考
え
を
書
く
一
年
生 

ノ
ー
ト
の
使
い
方
も
し
っ
か
り
し
て
き

た
ね
。 

児童が毎朝昇降する階段脇や壁に ↑ 

ハート型の紙の中に様々なコメントが 

音楽に合わせてスキップ ３年生 

相手の陣地に攻め込む遊び ５年

生 

               体力向上は毎年の学校運営の大 

きな柱です。今年度，体力向上に 

かかわり，「自信と関心を生み出す 

働きかけを」とキャッチフレーズ 

を掲げましたが，運動を身近にす 

るためにも，体を動かすことの楽 

しさを感得させること，自分でも 

できる，という自信をもたせるこ 

とが大事です。17号でお知らせし 

した 10月 11日の２・４・６年に続き，11月 21日（火）にも「エ

ンジョイスポーツ」として，幕別札内スポーツクラブの小田さん・

渡部さん・新倉さんの３名に来校いただき，子どもたちがゲーム

性のある様々な運動を教わりました。体力作りとともに運動の楽

しさを体感することを目的に，すべての子どもが抵抗感なく楽し

く参加できるメニューをたくさん用意してくださいました。 

 運動習慣は日常生活とも密接に関係があり，学校生活や授業時

間だけで確立するのは難しいですが，運動にかかわる子どもたち

の視野を広げ，すべての子どもが汗をかけるそんな良い機会とな

りました。 


